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飛烏時代ほど遺構はなく、土坑 溝 などがみつかつ

ています。

土坑のなかには 使 われ・Jく なつた土器の破片が

ざつしりつまった状態でみつかつています。多くは、

弥生時代中期 (約2000年 前)の ものです。古いもの

では、前期 (約2300年 前)ま でさかの まるものも、

溝のなかからみつかっています。

他に、後期 (約1800年 前)の 上器も溝のなかから

みつかっています。

掘立柱建物跡 墓  溝  土 坑がみつかつています。

この時代の遺構は、調査地全体の広い範囲に拡がつて

います。

掘立柱建物跡は、確実に復元できたのは2棟 です

が、さらに数棟はあつたものと考えられます。柱穴の

分布から、調査地全体に拡がつていたものと考えられ

ます。

墓は、調査地の一番南lRlで見つかりました。墓の底

からは、完全な形の青磁碗や土師器のEl、さらには小

刀が、死者に供えられた状態で見つかつています。な

お、人骨等は残つていませんでした。

滝は、深さ約10cmと 小規模ですが、なかから小さ

な壺が8点見つかりました。
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国道427号 に沿つて、東西270mほ どの細長い範囲を発掘調査したところ、奈良時代末から鎌倉時代

にかけての建物や水踏、塁書のある土器、核れを払うために使用した人形や幌行など、古代から中世に

かけて北播磨の歴史を語る上で、興味深い発見がありました。

掘立柱建物跡は5間 ×4間以上 (床面積]25甫 以上)あ り、一般の

住宅と考えるには規模の大きな建物です。また、付近の水路わ`らは
にしどの

墨書で 『西殿Jと 書かれた平安時代後期の須恵器の椀が出土してい

ます。こllらのことから 発 見された掘立柱建物跡は 安 国荘 (現
しょうしょ

在の多可町中区の大部分を占めていた荘園)の 荘所 (経営に関わっ

た建物)で あつた可緋 が考えられます。

森良口き代の終わり頂に掘られた
水隠が見つかりました。

調査区の中央付近わ`らは東西方向に流れる幅3m、

深さlmほどの水路が見つかりました。
0と お`た

水賂からは、続れを払うために使用した人形や結

界 依り代に使用した斎串、呪待 (願いがわ`なうように

おまじtJいを書いた木札)、『宗我西』『宗我□』F西

戸』F中家」などの墨書のある土器、土器の蓋を利用

した硯 (転用硯)、製塩土器などが出土しました。

奈良時代の終わり頃に規られた水路 (西から)

墨書土器は近くにあつた古代集落の祭〒田こ使用され、人形や斎串としヽつた木製

祭TB具と共に集落のはすれを流れる水路に捨てられたと考えられま軌 その祭市B

のほとんどは平安時代の前半に行われたようです。水路はその後も使わll続け、

時に掘り直され、錬倉時代の間に埋まつてしまいま曳

「西殿」と普かれた土器

■

建物跡
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院文章にも説録されている
我部」さんが住んでいました。

土器に書かれてある F宗我』は、 『そが』と読むことができます。

正倉院に伝わる文書には、奈良時代の播磨国多可郡奈何奴日こ宗我部を

名乗る人々が住んでいたことが記されています。

宗我部のルーツは 古 代の大豪族である蘇我氏に仕えた部民です。

正倉院文書からは、西暦ア45年 頃に、19才の青年 F宗我部小敷』が

出家するため奈良の都へ行つたこと そ して東大寺大仏建立に際して 宗 我部氏が寄進を行つていたことがうかが

えます。宗我部氏は、地元の有力者だつたのでしょう。なお こ れらの記録は水路で祭祀を行われていた時期から

は半世紀以上も前のことです。

「宗我部Jさ んの集落は 調 査地点の近くに存在したと考えられます 『曽我 (井)Jと 字を変えて、地名として

後世までその名が残つたのです。
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0彙 罫 献 周辺遺跡第4地 点
弥生時代の粘土採掘抗と中世の集落

姫路パイパスのlql道整備が行われるのに伴つて、

発掘調査を実施しました。西から1～4区 の四つの

地区を発掘し、弥生時代から鎌倉時代の遺構と遺物

が見つかつています。

1区は区画整理に伴う調査で唐三彩が出上した地

点のすぐ南に当たり、上層で文字を書いた土器や硯

等、奈良時代の遺物が多く出土しました。そして、

その下から弥生時代後期 (約1700年 前)に 掘られ

た穴が100基 近く見つかりました。これらの穴は、

1 重 なるように掘つてあり、複数の土で

すぐに埋め られている、

2 粘 土層を掘 う抜いて、その下の砂の上

面で掘るのを止めている、

3 完 全な形の壼や養が樫め られているこ

とがある、

という特徴があり 様 々な遷跡の例から、土器を作

るための粘土を採取するために掘られた 「粘土採掘

坑Jだ と考えられます。隣接する区画整理に伴う調

査の際にも、同様の粘土採掘抗が見つかつていて、

弥生時代の川に沿つて粘土をとつた穴が連なつてい

ました。いくつかの穴には甕や壺が埋められていま

したが、その理由はよくわかっていません。

2区と3区では東西方向に71Lれる弥生時代の溝が

とま〕

(姫隠市首編)

弥生時代後期の粘度採掘坑と採掘坑に理められた壷

複数見つかつています。

4区 では弥生時代の溝と中世の掘立柱建

物が見つわ`りました。中世の掘立柱建物は

4棟 あり、この他に掘立柱建物の一部か柵

と考えられるものが0基あるほか、調査区

の壁際でも調査区外に伸びる柱穴列が見つ

かつており、このあたりには中世の建物が

集まつていたと思われます。これらの建物

とllBはいすれも条里地害」りに沿つて建てら

れています。英賀保駅周辺遺跡第4地 点の

調査では、これまでフ0棟以上中世の掘立

柱建物が見つわ`つていますが、一カ所に固

まるのではなく、いくつかの場所に分散し

て建てられており、典型的な 「散村Jで

あつたと思われます。

回

中世の掘立柱建物と弥生時代の溝



鍛熱豊晶轟歯糧
米里山際吉墳は養父市八鹿町米里にあります。今回、一般国

道480号 近畿自動車道和国山八鹿道路事業のうち、八鹿イン

ターチェンジの建設に伴って調査を実施しました。

調査の結果 古墳は横穴式石室を持つ6世紀後半の円墳であ

ることが判明しました。填丘や石室は水田開発などで残存状況

はよくありませんでしたが 直径14m前 後を演|り、周囲には0～

4m前 後の周濠を巡らしていました。

石室は長さ8m、 幅14～ ]7m前 後と比較的大型で、床に

は礫床が敷き話めてありました。内部からは須恵器 土 師器な

どの土器や、耳環 鉄 鏃 鉄 釘などの金属製品が出土していま

す。八鹿町の古墳から鉄釘が出土することは珍しいそうです。 石ま内の作業風景

市之娯「遺跡
(仮称姫ttt駅周辺第3地点)

曽我井 ・沢日遺跡
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耳環出よ状況

古墳今lt(束から)



大池ノ高遺跡

No 20地点 (確言忍)

市之郷遺跡

飯田遺跡

神戸市北区道場町

明石城下町屋

神野北山遺跡 加古川市神野町

加古川市野口町坂元

大門畑瀬遺跡 西脇市黒田庄町大門

津万井窯跡 西脇市黒回庄町津万井

多可郡多可町加美区

姫路市市之郷

姫路市飯口

上比地森ノ上遺跡

朝来市和国山町平野

豊同市出石町烏居

美方郡香美町香住区

OQ
7月19日(土)～8月31日(日)
●県内で出 卜した占代の漁具を展示

●タコ壷、魚とりの道具、塩つくりの器ほか

0タ コ壷漁の復元実験の模様を放映

障洋斗H古1午 前9時 30分 一年後6時 は,卜「■5■30■■て

Bすど晃世岳ヨー般20 0同0 5 0円) /高 大学生]5 0円0 2 0円) /小 中学生10 0円( 8 0円)
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E編 集後記
ひょうどの遺跡第66号をお届けしま孔

平成19年度下半期に調査を実施して前号で紹介てきなかった4遺跡を紹介していま孔 併せて今年度調査

予定の一覧を掲げました。今年度は播磨と但馬に調査現場が集中していま汽 各地で現地説明会なども行い

ますので、足をお遍びください。

また、考古博物館においても川寅次遠蔀展示を行いますのでお越し下さい。今号では市之郷廃寺を造営した

ムラと想定される市之郷遺跡を紹介しています状 その本体である市之郷廃寺を今年度調査しまえ その成果

にご期待ください。
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